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１．はじめに 

 高齢化が進展する日本では認知症高齢者の増加が予想されており、2025 年には 65 歳以上の高齢者の約 5

人に 1 人、約 700 万人にまで達すると見込まれている1。厚生労働省は「認知症施策推進総合戦略（新オレン

ジプラン）」を策定し、「認知症の人を含む高齢者にやさしい地域づくりの推進」や「認知症の予防法、診断

法、治療法、リハビリテーションモデル、介護モデル等の研究開発及びその成果の普及の推進」などを重視

している2。 

 認知症高齢者への対応は、日本のみならず世界各国に共通する課題である。2022 年 8 月に開催された国際

アルツハイマー病協会の国際会議においても、「アルツハイマー病やその他すべての認知症がない世界とい

う協会のビジョンを達成するには、様々な治療を促進し、支援することが不可欠である」と提言された3。 

 そもそも認知症とは脳の病気や障害など様々な原因により、認知機能が低下し日常生活全般に支障が出て

くる状態を指し、その原因は複数ある。最も多いのがアルツハイマー型認知症だが、以前から根本的な治療

法がなく、その治療方法を開発することは長年の課題である。 

このような中で昨年、エーザイとバイオジェンが開発したアルツハイマー病の治療薬（アデュカヌマブ）

が米国で承認された。疾患の原因となる物質の除去を狙った改善型治療薬として注目を集めたが、承認され

てから 1 年以上経過したものの効果不十分として高齢者向けの連邦医療保険プログラム（メディケア）には

適用されず、普及がなかなか進んでいない。また、欧州では昨年末、欧州医薬品庁によってアデュカヌマブ

は承認すべきではないとの判断が示された。日本でもエーザイがアデュカヌマブの製造販売承認申請を行っ

たが、有効性の判断が困難とのことから追加データの提出を要請され、厚生労働省で継続審議中となってい

る。エーザイは別の新薬に経営資源を集中させる4など、治療薬の開発は難航している5。 

 

２．新しい技術を活用した認知症治療 

(１)仮想現実ビジネスの普及 

 認知症治療に関しては、治療薬の開発以外にも色々な取組が行われてきた。そうした取組の一つが新しい

デジタル技術を活用し、脳機能に変化を起こし、記憶の回復、改善をはかるものである。近年、技術革新の

進歩は目覚ましく、新技術の一つである仮想現実（VR：Virtual Reality）が様々な分野で活用されている。 

VR とは、CG で作られた世界や 360 度動画等の実写映像を「あたかもその場所に居るかのような没入感」

で体感ができる技術6のことを言う。Fortune Business Insights によると、VR は現在、小売、ヘルスケア、
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自動車、ゲーム、エンターテインメントなどの産業で利用され、その世界市場規模は 2021 年に 116.4 億米

ドルと評価されたが、その後、年平均成長率 45.2%で伸び続け、2029 年には 2273.4 億米ドルまで達すると

予想されている7。 

 

（２）仮想現実体験により脳機能活性化をはかる試み 

 仮想現実を体験することによって、脳機能を活性化させようとする試みは過去から行われてきた。例えば

オランダで 2014 年から 2015 年にかけて行われた調査では、18～65 歳の精神障害がある患者を無作為に 116

人抽出し、待機リストへ割り当てられた対象者を除く 58 人に対して VR による認知行動療法を実施した。

本事例ではそれぞれ 1 時間単位で 16 の治療を行い、6 か月経過後の治療後評価において、瞬間的な妄想観念

や一時的な不安が減少し、その後の追跡調査でも改善効果が維持されたと評価している。VR による治療を

標準治療に加えることで、精神障害のある患者の妄想観念と一時的な不安を軽減できることを示唆するもの

とする8。精神疾患と認知症は異なる疾患であるが、ともに脳への刺激が低下しているなどの状態が一因と考

えられており、脳機能の活性化によって改善の可能性がある。 

 また、トロント大学の附属病院 Baycrest Health Sciences の研究担当副社長である Allison Sekuler 氏は、

「VR を体験していると、電話で話を聞いたり画面を見たりするのと対比して、実際に脳機能に変化がある

9。」と述べている。 

このような過去からの調査研究を経て、近年、VR 機器を取り巻く民間事業者による新たな取組が行われ

ており、最新事例をもとに VR 体験を活用した認知症治療の取組を紹介する。 

 

（３）仮想現実体験を活用した認知症治療の新しい取組

①英国 Virtue Health 社の事例 

Virtue Health 社はオックスフォード大学出身の研究者によって創業されたスタートアップ企業で、デジ

タルツールを活用した健康への新しいアプローチにより、医療の質、アウトカム、価値を向上し、すべての

人がより長くより良い生活を送れるよう支援することを目指している。 

同社は VR を利用して、認知症患者を支援するデジタル療法プラットフォーム「LookBack」を開発した。

LookBack はオックスフォード大学の認知症ケアの専門家と共同開発されたもので、数百人の認知症患者に

対してテストが行われ、科学に裏付けられた認知症治療のアプローチに基づくものとされる。 

LookBack は、ス

マートフォンから

同社提供のアプリ

LookBack Care 

Platform を起動し

て 実 行 す る 。

「FAVORITES」や

「TOURS」などの

メニューがあり、

その内容は、認知

症患者のニーズに

合わせてカスタマイズされたものである≪図表１≫。VR を用いたセラピーでは、記憶を呼び起こすために

≪図表１≫ VR 体験による認知症治療のイメージ（Virtue Healthcare 社） 

 

（出典）Virtue Healthcare 社ホームページより 
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過去の画像、音楽、映画などを見聞きすることが含まれ、患者を昔のパーティーや海辺のリゾートなどの環

境に没頭させることで、記憶を呼び起こす効果に大きく影響を与えるものと考えられている。Virtue Health

社の共同創設者である Scott Gorman 氏は、「携帯電話が進化し、VR ヘッドセットの価格が下がったことに

より、まさに今日、この影響力のある治療法へ人々がアクセスできるようになった10。」とコメントしている。 

2018 年に実施された Lookback を使用したトライアルの結果、全体の 60％がコミュニケーション能力の

向上を示し、80％に認知機能への刺激の兆候が見られ、60％に健康状態、落ち着きの改善が見られたとする

11。利用者側からのポジティブな感想も見られる。例えば認知症ケア専門施設である Meadowview Care 

Home の臨床責任者である Helen Partridge 氏は、「ほとんどの入居者が過去に過ごした時代の記憶を思い出

し、普段より声も大きくなった。多くの者が幸せで笑顔になっていることに気付き、このことが会話を活発

にさせた。」と述べている12。 

さらに注目すべき点として、英国で公的保険制度を担う NHS が Lookback を使用した認知症治療のトラ

イアルを行っていることが挙げられる13。NHS は 2018 年より約 100 人の患者を対象に、失われた記憶の回

復を支援する取組として、VR を使用した認知症患者による「タイムトラベル」の試験を実施している。NHS

の Michael Hurt 氏は、「プロジェクトに取り組んでいる何人かは、VR を使用して家族や友人と非常にポジ

ティブな経験をしており、このソフトウェアが幸福感、気分、睡眠などを改善させるかどうか、不安や動揺

を軽減するかどうか、認知症で経験する痛みの一部を軽減する可能性があるかどうかを確認したい。」と述べ

ている。 

 

②米国 Rendever 社の事例 

 Rendever 社は 2016 年に創設されたスタートアップ企業で、VR とその共有体験によって社会的孤立の克

服を目指しており、VR 体験によって記憶を呼び起こし、認知症の症状改善をはかる取組を行っている。過

去 5 年間で、米国、カナダ、オーストラリアの 400 以上の高齢者施設に仮想現実プラットフォームを導入し、

100 万回を超える VR 体験を提供、多くの施設入居者に影響を与えてきた実績を持つ。同社は、TIME 誌に

よる「2022 年における最も影響力のある企業 100 社」にも選定されている。

Rendever 社のプラットフォームでは、カスタマイズされた回想療法ツールを使用し、施設入居者は幼い

頃の家、結婚式場など過去の思い出の場所を再び訪れることができる。それにより刺激を受け、忘れられな

い瞬間と記憶に再び繋がることができるものとされる。同社のプラットフォームを使用した後では、高齢者

施設入居者の幸福度が 40％向上し14、なかには会話ができるようになった入居者もいるという事例も紹介さ

れている15。また、カリフ

ォルニア大学の Nancy 

Collins 博士によると、認

知機能に障害のある高齢

者に対して Rendever 社

のプラットフォームを使

用したところ、信頼の感

情が高まり、より社会に

参加しようとするように

なったとの結果もある16。 

プラットフォームでは

≪図表２≫ VR 体験のメニュー、実際の体験イメージ（Rendever 社） 

 

（出典）Rendever 社の動画より SOMPO インスティチュート・プラスにて作成 
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《図表２》のように「ADVENTURE」、「NATURE」、「ANIMALS」などの様々な体験メニューが用意され

ており、さらに時節およびリクエストに基づき、隔週で新しい体験テーマがリリースされる。プラットフォ

ームを導入している高齢者施設では、推奨トピックや新しいアクティビティのガイドに関するニュースレタ

ーを受け取ることができる。 

Rendever 社は、米国国立衛生研究所（NIH）や米国国立老化研究所（NIA）から研究資金の援助を受けて

おり、米国の高齢者団体である AARP と提携するなどの動きが見られ、今後の動向も注目される。 

 

３．おわりに 

ここまで、仮想現実空間の体験による認知症治療の実例について見てきた。認知症高齢者のさらなる増加

が予想される日本において、その治療の重要性はますます高まる。近年のデジタル技術の進歩は目覚ましく

ヘルスケア分野での活用も進んでいる。その中で VR 機器を利用した取組にも期待がかかるが、VR 体験治

療には様々な課題もある。VR 機器はすべての症状に対応して作られているわけではなく、使用時にサイバ

ー酔い（VR に反応した吐き気、不快感）を感じる患者もいる。VR 機器によって目を覆われると不安になり、

なぜ頭に機械を縛りつけるのか理解できず着用を拒否することも想定される。療法を行うセラピスト側から

見ると、セラピストのニーズに最も適したソフトウェアと機器の選択は容易ではない。また、患者はそれぞ

れが複雑な問題を抱えており、パーソナライズされた効果的な VR 治療を行うには膨大なライブラリが必要

だが、すべてに応えることは難しい17。さらにその効果についても、「患者は仮想現実に没入することにより、

治療用に作り出された環境とシームレスにやり取りすることが可能となり、これらは臨床研究で確立された

ツールになりつつある。しかし、アルツハイマー型認知症の人に受け入れられるかどうか、そのケアに役立

つかどうかはまだ明白ではない18。」との指摘があり、治療効果が一律に認められているわけではない。 

認知症は、その家族のケアにかかる負担は大きく、症状改善、根本的な治療をすることができれば望まし

い。米国で承認された新薬アデュカヌマブが、一時はその特効薬と期待されたものの、その有効性がまだ判

断できないなど先行きは見通せない。一方で、デジタル技術の進歩を活用し、VR 機器を利用した仮想現実

体験により記憶を呼び戻し、認知症治療に役立てようとする取組が行われている。VR 治療は、認知症の行

動・心理状況 (BPSD) を改善することが臨床的に証明されている既存の治療アプローチをデジタル化し、認

知症ケアの強力なツールとなる可能性がある。VR 治療によって認知症患者の記憶を呼び起こし、認知症に

よって引き起こされる不安、動揺、および苦痛を改善した臨床試験の結果もある19。VR体験治療における課

題、VR 機器の特殊性や操作の難しさはあるものの、VR ソフトウェア、ハードウェアの価格は下がり、以前

より入手しやすくなっていることから、利用の拡大が期待できる。前述の英米スタートアップ企業のケース

では、すでに公的機関などと提携しながら調査研究を実施しているように、今後、VR 体験治療のさらなる

調査研究、改善効果の解明によって認知症治療の可能性が広がるかもしれない。根本的な治療薬の開発研究

と並行して、VR のような新しい技術の活用によって認知症の症状改善をはかる動きにも注目していきたい。 
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